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区
役
所
平
和
祈
念
パ
ネ
ル 終

戦
記
念
日
の
８
月
に
は
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
な
ど
で
も

戦
争
や
平
和
の
特
集
が
取
り
組
ま
れ
、
練
馬
区
役
所
で
も

「
平
和
祈
念
パ
ネ
ル
展
」
な
ど
、
地
域
で
も
様
々
に
戦
争

と
平
和
を
考
え
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

8
月
20
日
に
は
、
東
京
土

建
本
部
主
催
で
、
「
安
倍
政

権
が
狙
う
憲
法
改
悪
を
阻
止

し
、
夢
と
希
望
の
あ
る
日
本

を
取
り
戻
す
全
都
学
習
・
交

流
会
」
が
明
治
大
学
・
中
野

キ
ャ
ン
パ
ス
5
階
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
体
で

2
9
9
人
が
参
加
し
、
練
馬

支
部
か
ら
は
各
分
会
の
憲
法

平
和
対
策
部
長
や
主
婦
の
会

な
ど
、
13
人
が
参
加
し
ま
し

た
。市

民
連
合
・
学
者
の
会
の

廣
渡
清
吾
東
京
大
学
名
誉
教

授
に
よ
る
講
演
は
、
「
日
本

国
憲
法
と
安
倍
政
治
―
市
民

と
立
憲
野
党
の
共
同
で
安
倍

改
憲
を
許
さ
な
い
」
と
題
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
安
倍
政
権
の
問
題
と
狙

い
、
そ
し
て
憲
法
9
条
に
自

衛
隊
を
書
き
込
む
こ
と
に
よ

る
問
題
点
な
ど「
安
倍
加
憲
」

案
の
危
険
性
か
ら
改
め
て
日

本
国
憲
法
の
大
切
さ
と
改
憲

を
許
さ
な
い
市
民
と
野
党
の

共
同
の
大
切
さ
を
学
び
、
民

主
主
義
と
は
何
か
と
い
う
根

本
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。そ

の
後
に
は
、
共
謀
罪
反

対
の
国
会
前
で
の
行
動
の
中

心
を
担
っ
た
市
民
団
体
「
未

来
の
た
め
の
公
共
」
か
ら
大

学
生
2
人
が
登
壇
し
、
「
家

族
の
理
解
は
得
ら
れ
て
い
な

い
け
ど
、声
を
あ
げ
て
い
る
」

「
私
が
運
動
に
関
わ
っ
て
い

る
と
知
ら
れ
る
こ
と
で
、
大

学
の
友
人
と
も
平
和
の
問
題

な
ど
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
」
「
こ
れ
ま
で
政
治
に

興
味
は
な
か
っ
た
が
、
共
謀

罪
を
き
っ
か
け
に
関
心
を
持

っ
て
運
動
に
関
わ
り
は
じ
め

た
」
な
ど
、
声
を
あ
げ
て
い

る
若
者
た
ち
の
リ
ア
ル
な
経

験
が
語
ら
れ
、
会
場
で
は
笑

い
や
感
心
の
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

そ
の
後
は
、
各
支
部
か
ら

の
経
験
報
告
で
、
練
馬
、
調

布
、
八
王
子
支
部
が
報
告
し

ま
し
た
。練
馬
支
部
か
ら
は
、

大
髙
健
次
憲
法
平
和
対
策
部

長
が
「
練
馬
支
部
憲
法
平
和

対
策
部
の
取
り
組
み
」
と
し

て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
練

馬
支
部
の
憲
法
平
和
対
策
部

は
、
2
0
0
6
年
に
こ
れ
ま

で
の
平
和
実
行
委
員
を
中
心

と
し
た
取
り
組
み
を
発
展
さ

せ
て
で
き
ま
し
た
。
毎
回
の

部
会
内
の
様
子
や
昨
年
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
「
憲
法
カ

フ
ェ
」
の
取
り
組
み
な
ど
、

組
合
の
仲
間
の
中
で
憲
法
・

平
和
の
話
題
を
広
め
て
い
く

経
験
を
報
告
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
本
部
の
白
滝
書

記
長
よ
り
総
が
か
り
行
動
実

行
委
員
会
が
11
月
か
ら
2
0

1
8
年
4
月
の
間
で
取
り
組

む
、
「
憲
法
改
悪
阻
止
3
、

0
0
0
万
人
署
名
」
を
東
京

土
建
で
は
60
万
筆
を
目
標
に

取
り
組
も
う
と
行
動
提
起
が

さ
れ
ま
し
た
。

練
馬
支
部
で
は
、
憲
法
を

学
ん
で
仲
間
と
語
ろ
う
と
い

う
運
動
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
昨
年
か
ら
は
、
「
憲
法

カ
フ
ェ
」
と
い
う
名
前
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
「
明
日

の
自
由
を
守
る
若
手
弁
護
士

の
会
（
あ
す
わ
か
）
」
が
始

め
て
、
日
本
全
国
で
1
、
0

0
0
回
以
上
開
催
さ
れ
て
い

る
取
り
組
み
で
す
。
練
馬
支

部
で
は
、
2
0
1
6
年
度
、

分
会
で
の
開
催
が
12
分
会
で

14
回
、
主
婦
の
会
が
5
ブ
ロ

ッ
ク
で
5
回
の
計
19
回
で
3

0
0
人
以
上
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
継
続
的
に
憲

法
を
話
題
に
し
て
、
学
び
交

流
す
る
場
と
し
て
、
5
分
会

で
は
分
会
九
条
の
会
を
設
立

し
ま
し
た
。

あ
す
わ
か
の
弁
護
士
や
担

当
書
記
、
分
会
憲
法
平
和
対

策
部
長
な
ど
を
講
師
に
、
紙

芝
居
や
ク
イ
ズ
、
映
像
な
ど

も
使
用
し
難
し
く
考
え
が
ち

な
憲
法
を
楽
し
く
学
べ
る
と

好
評
で
す
。

「
カ
フ
ェ
」
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
「
憲
法
食
堂
」
「
憲
法

レ
ス
ト
ラ
ン
」
「
憲
法
居
酒

屋
」
な
ど
、
お
茶
・
お
菓
子

だ
け
で
は
な
く
、
主
婦
の
会

の
協
力
で
手
作
り
料
理
を
準

備
す
る
な
ど
し
て
、
多
く
の

仲
間
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

す
。
参
加
者
か
ら
は
「
憲
法

は
私
た
ち
国
民
が
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

た
」
「
分
会
の
仲
間
と
初
め

て
憲
法
の
話
を
し
た
が
、
こ

ん
な
に
熱
い
思
い
を
持
っ
て

い
た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

少
人
数
で
話
せ
る
の
が
良

い
」
「
も
っ
と
知
り
た
い
の

で
違
う
テ
ー
マ
で
も
憲
法
カ

フ
ェ
を
や
り
た
い
」
「
1
回

で
は
学
び
き
れ
な
い
の
で
2

回
目
を
！
」
な
ど
、
一
方
的

に
話
を
聞
く
だ
け
で
は
な

く
、
少
な
い
人
数
で
参
加
者

全
員
が
楽
し
く
話
す
と
い
う

憲
法
カ
フ
ェ
の
魅
力
が
広
ま

っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
も

6
月
に
主
婦
の
会
が
「
ミ
ン

シ
ュ
シ
ュ
ギ
・
カ
フ
ェ
」
と

し
て
、
5
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催

し
て
、
1
1
6
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
秋
以
降
も
実
際
の

国
会
議
論
を
役
割
に
わ
け
て

行
う「
コ
ッ
カ
イ
オ
ン
ド
ク
」

や
「
安
倍
さ
ん
の
立
場
か
ら

改
憲
を
考
え
る
」
な
ど
、
分

会
ご
と
に
様
々
な
内
容
で
開

催
し
、
仲
間
の
中
で
憲
法
の

話
題
を
広
め
て
い
こ
う
と
計

画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参

加
し
て
仲
間
と
一
緒
に
憲
法

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

全
都
学
習
・
交
流
会
報

告
す
る
大
高
部
長

72
年
前
の
1
9
4
5
年
8

月
。
日
本
が
ア
ジ
ア
な
ど
の

諸
国
民
や
日
本
国
民
の
莫
大

な
犠
牲
の
上
に
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
戦
争
に
敗
北
を
し
ま
し

た
。
戦
後
日
本
は
、
そ
の
反

省
か
ら
憲
法
前
文
で
「
政
府

の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争

の
惨
禍
が
怒
る
こ
と
の
な
い

や
う
に
す
る
」
と
決
意
を
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
今
の
政
府
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
歴
代
政
府

の
中
で
も
、
と
り
わ
け
安
倍

政
権
は
そ
の
反
省
を
欠
落
さ

せ
、
2
0
1
3
年
に
は
特
定

秘
密
保
護
法
、
2
0
1
5
年

の
安
保
法
制
＝
「
戦
争
法
」

の
強
行
、
そ
し
て
今
年
6
月

15
日
に
は
「
共
謀
罪
」
法
の

制
定
な
ど
、
戦
争
す
る
国
へ

の
道
を
ひ
た
走
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
つ
い
に
は
憲

法
に
自
衛
隊
を
書
き
込
み
、

平
和
原
則
を
空
洞
化
さ
せ
る

「
明
文
改
憲
」
の
企
て
さ
え

言
い
出
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
8
月
29
日
に

は
、
北
朝
鮮
が
北
海
道
を
超

え
太
平
洋
に
落
下
す
る
弾
道

ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
強
行
し

ま
し
た
。
国
連
安
保
理
決
議

な
ど
の
違
反
は
も
ち
ろ
ん
、

通
告
も
な
し
に
他
国
の
上
空

を
通
過
さ
せ
る
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
は
国
際
的
な
常
識
も

無
視
し
た
危
険
な
行
為
で

す
。
北
朝
鮮
は
こ
れ
以
上
の

軍
事
的
な
挑
発
を
や
め
る
べ

き
で
す
。
ア
メ
リ
カ
も
含
め

て
、
対
話
に
よ
る
問
題
解
決

を
模
索
し
て
い
る
中
で
、
そ

れ
に
逆
行
す
る
暴
挙
で
す
。

国
際
社
会
が
「
対
話
に
よ
る

解
決
」
を
呼
び
か
け
て
い
る

一
方
、
安
倍
政
権
は
「
今
は

対
話
の
と
き
で
は
な
い
」
と

繰
り
返
し
、
関
係
各
国
と
比

べ
て
も
圧
力
だ
け
を
強
調
す

る
特
異
な
姿
勢
で
す
。
衆
院

安
保
委
員
会
で
は
、
小
野
寺

五
典
防
衛
大
臣
も
北
朝
鮮
が

グ
ア
ム
に
向
け
て
ミ
サ
イ
ル

を
発
射
し
た
場
合
、
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
が
可
能
と
な

る
「
存
立
危
機
事
態
」
に
当

た
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
政
府
の
見
解
と
も

異
な
り
、
危
機
を
好
機
と
し

て
拡
大
解
釈
で
安
保
関
連
法

（
戦
争
法
）
の
実
行
も
狙
っ

て
い
ま
す
。

再
び
「
戦
争
す
る
国
」
を

許
さ
ず
、
世
界
と
日
本
の
平

和
に
貢
献
す
る
こ
と
こ
そ
、

戦
争
へ
の
反
省
と
教
訓
を
活

か
す
こ
と
で
す
。

高松分会憲法カフェ

主婦の会憲法カフェ

各
分
会
で
広
ま
る「
憲
法
カ

フ
ェ
」で
大
い
に
語
ろ
う

各
分
会
で
広
ま
る「
憲
法
カ

フ
ェ
」で
大
い
に
語
ろ
う

への活動を
取組んだ夏の行動
への活動を
取組んだ夏の行動

平
和
で
あ
っ
て
こ
そ
の
建
設

産
業

2
度
と
戦
争
の
た
め

の
工
事
は
し
な
い

平
和
で
あ
っ
て
こ
そ
の
建
設

産
業

2
度
と
戦
争
の
た
め

の
工
事
は
し
な
い

平和平和

戦
後
72
年

戦
争
を
反
省

し
な
い
政
治
の
危
険

戦
後
72
年

戦
争
を
反
省

し
な
い
政
治
の
危
険

平和
特集
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9
月
か
ら
の
2
ヶ
月
間
拡

大
運
動
に
取
組
み
ま
す
。
今

回
練
馬
支
部
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

ポ
ス
タ
ー
に
青
年
部
の
仲
間

が
登
場
し
ま
し
た
。
に
ぎ
や

か
な
ポ
ス
タ
ー
に
仕
上
が
っ

て
い
ま
す
。
張
り
出
し
可
能

な
方
は
、
支
部
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
タ
テ
の
カ
ギ

1

東
海
道
中
膝
栗
毛
の
…

…
コ
ン
ビ

2

浅
草
…
…
。
…
…
巻
き

3

足
し
算
の
反
対
語

5

地
球
は
…
…
の
惑
星
の

一
つ
で
す

6

佐
渡
島
と
い
え
ば
…
…

山

8

…
…
小
棒
大
。
…
…
葉

樹

11

縁
日
で
買
っ
た
出
目
金

な
ど
を
入
れ
よ
う

13

燃
や
す
と
体
重
が
減
る

15

濃
い
紅
色
の
こ
と
で
す

17

演
歌
に
歌
わ
れ
る
冬
景

色
が
有
名
。津
軽
…
…
。

19

敗
者
…
…
戦
で
勝
負
す

る

20

歯
医
者
さ
ん
の
こ
と
で

す

21

お
だ
て
れ
ば
木
に
登
る

？

25

旅
の
…
…
は
か
き
捨
て

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

1

8
月
11
日
。
祝
日
で
す

4

掃
除
道
具
の
一
つ
で
す

7

仁
王
立
ち
の
金
剛
…
…

像

9

野
球
用
語
で「
生
還
」。

ホ
ー
ム
…
…
。

10

日
頃
か
ら
の
管
理
や
事

前
の
回
避
が
大
事

12

立
秋
過
ぎ
て
続
く
も
の

14

一
人
。
…
…
赴
任

16

…
…
扉
。
…
…
水
槽
。

18

リ
オ
五
輪
で
の
吉
田
沙

保
里
選
手
の
メ
ダ
ル
の

色

19

景
色
。
…
…
画

20

ヘ
ル
シ
ー
な
…
…
性
油

22

ヤ
ボ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

23

ム
ー
ミ
ン
に
似
た
動
物

24

ハ
ト
派
の
反
対
語

26

…
…
い
ち
え
の
出
会
い

27

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
の
藤
沢

と
茅
ヶ
崎
の
間
の
駅
は

？

塗
装
工
（
4
人
〜
5
人
）

常
用
・
手
間
請
・
請
負
・
社

員
・
見
習

（
有
）
ア
マ
ノ
建
装
（
旭
町

光
が
丘
分
会
）

練
馬
区
旭
町
1
―
18
―
21

☎
03
―
3
9
7
6
―
3
6
6

0給
排
水
設
備（
2
人
〜
3
人
）

社
員

㈱
岩
本
設
備
（
石
神
井
台
分

会
）

練
馬
区
下
石
神
井
2
―
14
―

14☎
0
9
0
―
7
9
1
4
―
1

0
1
1

シ
ー
リ
ン
グ
防
水
工
（
2
人

〜
3
人
）

常
用
・
見
習

中
川
産
業
（
北
練
馬
分
会
）

練
馬
区
平
和
台
2
―
13
―
6

―
3
0
5

☎
0
9
0
―
3
3
3
1
―
5

8
4
0

電
気
工
事
（
1
人
）

常
用
・
社
員
・
見
習

㈱
Ｋ
О
Ｉ
―
Ｄ
Ｅ
Ｎ
（
コ
イ

デ
ン
、
早
宮
分
会
）

練
馬
区
桜
台
1
―
6
―
9
渡

辺
ビ
ル
2
Ｆ

☎
0
7
0
―
5
5
4
3
―
2

7
5
3

大
工
及
び
現
場
監
督
（
2
人

〜
3
人
）

常
用
・
手
間
請
・
請
負
・
社
員

Ｎ
Ｋ
総
合
建
築
㈱
（
貫
井
分

会
）

練
馬
区
貫
井
2
―
1
―
14

☎
03
―
5
9
7
1
―
2
0
5

0塗
装
工
ス
タ
ッ
フ
・
施
工
管

理
（
各
2
人
〜
3
人
）
常
用

・
社
員

㈱
Ｋ
・
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｙ（
貫

井
分
会
）

練
馬
区
貫
井
3
―
28
―
5

☎
03
―
5
8
4
8
―
8
9
9

2管
工
事
工
事
・
空
調
ダ
ク
ト

（
4
〜
5
人
）
常
用
・
手
間

請
・
請
負

㈱
サ
ー
マ
ル
（
関
町
分
会
）

練
馬
区
関
町
東
1
―
27
―
4

☎
03
―
3
9
2
9
―
7
8
1

1ダ
ン
プ
カ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー

（
2
〜
3
人
）
社
員

森
谷
商
事
（
有
）
（
石
神
井

台
分
会
）

練
馬
区
石
神
井
台
3
―
24
―

44☎
03
―
3
9
9
6
―
6
1
8

7外
構
・
エ
ク
ス
テ
リ
ア

（
2
〜
3
人
）
常
用
・
社
員

・
見
習

㈱
Ａ
Ｈ
―
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
・
Ｅ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
О
Ｒ
（
石
神
井
分

会
）

練
馬
区
下
石
神
井
3
―
19
―

4☎
0
9
0
―
6
1
4
7
―
2

6
8
7

塗
装
工（
2
人
〜
3
人
）常
用

（
有
）
翔
風
塗
装
（
旭
町
光

が
丘
分
会
）

板
橋
区
赤
塚
4
―
2
―
7

☎
0
8
0
―
5
0
7
8
―
7

4
7
3

タ
イ
ル
工
（
2
〜
3
人
）
常

用
・
手
間
請
・
請
負
・
見
習

㈱
Ｉ
Ｓ
О
Ｂ
Ｅ
（
谷
原
台
分

会
）

練
馬
区
大
泉
町
4
―
16
―
1

☎
0
9
0
―
5
7
8
8
―
6

6
5
4

建
築
金
物
（
1
人
）
社
員

遠
田
住
宅
機
器
㈱
（
春
日
分

会
）

練
馬
区
春
日
町
2
―
15
―
22

☎
03
―
3
9
9
8
―
7
5
1

3タ
イ
ル
工
（
2
〜
3
人
）

常
用
・
手
間
請
・
見
習

㈱
Ｉ
Ｓ
О
Ｂ
Ｅ
（
谷
原
台
分

会
）

練
馬
区
大
泉
町
4
―
16
―
1

☎
0
9
0
―
5
7
8
8
―
6

6
5
4

電
気
通
信
工
（
4
〜
5
人
）

常
用
・
手
間
請
・
請
負
・
見

習
・
ア
ル
バ
イ
ト

岩
崎
通
信
（
学
園
分
会
）

練
馬
区
大
泉
学
園
町
8
―
27

―
17
―
2
0
2

☎
0
9
0
―
6
5
1
9
―
6

0
8
3

内
装
工
・
配
管
工
・
ハ
ウ
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
若
干
名
）

社
員
・
手
間
請
・
請
負
・
ア

ル
バ
イ
ト

㈱
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ
（
上
石
神
井
分

会
）

練
馬
区
下
石
神
井
4
―
5
―

15
―
ハ
イ
ラ
イ
ズ
Ｋ
1
Ｆ

☎
03
―
6
7
9
4
―
3
6
5

1土
木
作
業
（
2
〜
3
人
）

社
員
・
ア
ル
バ
イ
ト

㈱
ジ
ャ
パ
ン
コ
ア
テ
ッ
ク

（
豊
玉
分
会
）

国
分
寺
市
西
元
町
2
―
11
―

16☎
0
2
4
―
3
1
6
―
8
5

2
8

秋
の
拡
大
月
間
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
タ
ー

秋
の
拡
大
月
間
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
タ
ー

二重ワクの6文字をうまく並べてできる
言葉はなに？

お問い合わせ
＆申し込みは
東京土建練馬支部
求人・求職係まで


